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プレオープンの時の利用状況
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　丸子まちづくり会議が空き店舗を借り上げて、子どもから高齢者まで誰もが立ち寄れる場として
“一般開放”し住民交流を図り地域の活性化につなげていきたいと考えています。
　買い物帰りに一休み、会議室やミニギャラリーとしての利用、Wi‐Fiの設置などを考えています。
　いつから利用できるのかも含めて細部は未定ですが、開館時間などはビルの管理者、他店舗事業
者と打合せを行い、決まり次第お知らせします。

　きっかけは、「気軽集まって井戸端会議ができるお茶の間が身近にあれば
いいなあ」、というつぶやきでした。
　そんな折、空き家を提供して下さる方が現れて、仲間の集う場が誕生しま
した。

　「運営委員会」と塩川
地区会議で協働運営をし
ます。高齢者支援係と包
括支援センターの助言も
いただきました。

　「塩」は“えん”とも読む
ので塩川と書いて“えんがわ”と読ませるよう命名。
　陽だまりの縁側⇒えんがわ⇒塩川とのイメージだそうです。
利用時間は毎日10時～ 16時で利用料は50円とのこと。

丸子ファーストビルの空き店舗利用を計画しています。

塩川地域（石井）に1月6日
「サロン塩川」オープン

えん がわ
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　丸子まちづくり会議は、地域住民が身近な課題の解決に向けて皆で考え、地域
の個性や特色を活かして自らまちづくりを行うことを目的としています。
　そのため、皆さんが身近な課題をどう考えているか「まちづくりアンケート」
を実施し、それをもとにしてまちづくり会議として何ができるか、何をするべき
か考えてきました。
　そこで、交通・福祉・教育の3つの部会を立ち上げましたが、これまでの事業、
本年度の事業を次のとおり紹介します。

丸子まちづくり会議

以下の部会活動をご覧になって、部会活動に
興味のある方、部会事業を一緒にやっていく
意欲のある方を募集します。
お手数でも事務局までご連絡ください。

部会活動について

【昨年度までの事業】
１　高齢者の増加と健康、通院や日常の買い物が不便等の解消など丸子地域に
あった交通弱者の移動手段を検討してきました。

２　まりんこ号の現状と近隣の東御レッツ号、豊殿地域のあやめ号、中川村の
有償運送他を視察。その他上田市や市議会担当委員会、社協、高齢者クラ
ブなどと意見交換をしてきました。

【今年度の事業計画】
１　今後は、丸子地域協議会の交通部会と合同で丸子地域に最適な移動手段を
検討していきます。

交 通 部 会

10月27日／交通合同部会
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　西村先生は、丸子で生まれお母様が丸子小学校(当時)
の先生で田中理事の担任でした。
①コロナが照らし出した私たちの困難と教育。一斉休校で
の影響、オンラインで何が起こったのか
②「アクティブラーニング」の光と影　自発的に学習しそ
のことを楽しめる子供にすること。etc.

教育部会学習会12月4日

●講師／西村 拓生先生（奈良女子大文学部教授）

●演題／「今、考えなければならないこと、
　　　　　　　　   変わらず大切なこと」

【昨年度までの事業】
１　丸子地域福祉サービス一覧表の作成、全戸配布
２　高齢者や弱者に対する「ゴミ出し支援」をどう行うか、行政、社協、部会
で打ち合わせを行いました。

【今年度の事業計画】
１　高齢者や弱者に対する「ゴミ出し支援」をサポートします。
　　誰でもが高齢化に伴う問題は避けて通れず、今は未だ支援が必要ではなく
とも、今のうちから支援のシステムを立ち上げておきたい。

２　ゴミ出し支援するためのサポーターを募集していく予定です、奮ってご応
募ください。

福 祉 部 会

【部会の目標】
「地域の子供は地域で育てる」住民一人一人が子供たちの成長を見守り育ててい
く中で、大人も子供と共に学習し、地域の教育力を高めたい。

【これまでの事業】
１　教育啓発映画の上映会及びワークショップを開催し意見交換。
２　わくわく通学合宿の開催（Ｈ30開催、Ｒ１、２中止）
３　子供の明日を考える会開催支援

【今年度の事業計画】
１　理事等の教育についての学習会　講師は奈良女子大学西村拓生先生
２　子供の明日を考える会２月に開催予定

教 育 部 会

7月29日／福祉部会
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丸子地域の皆様、新しい年をどのようにお迎え
でしょうか。
　昨年は何をやるにも、やるかどうか？やって
良いか？をまず考えなければならず、例年とは
違うコロナ禍にあることをいやでも意識させら
れる日常が続いていました。
　本年の情勢が魔法のように好転するとは考え
にくいですが、一人一人が自分たちにできるこ
とを、できる範囲で行っていくよう心掛けたい
ですね。

ご意見・ご要望など
どしどしお寄せください

TEL・FAX 0268-75-1061

info@maruko-mkueda.jp
【メールアドレス】

http://maruko-mkueda.jp
【ホームページ】

●●●●●●●

編集後記
●●●●●●●

……… まちづくり会議の事務局員が交代しました ………

斎藤事務局退任にあたって

　平成28年3月28日、丸子まちづくり会
議発足と同時に就任し、住民自治組織とい
う耳慣れない響きを持つ新しい組織で、地
域の課題は地域で解決！に取り組んできま
した。
　11月から引継ぎを行ってきましたが、
令和2年12月28日に4年9ヶ月努めた事
務局を退任しました。
　今後は違った立場から貢献していかれれ
ばと考えています。お世話になりました、
ありがとうございました。
　後任の青木事務員には自分とは違った目
で業務を見て貰いたいと思います。私同様
にお世話になります、よろしくお願いいた
します。

青木事務員就任にあたって

　11月からお世話になっています、青木
洋子です。これから主に事務的な業務を担
当しますが、前任者との引継ぎが終わり１
人で心細い思いをしています。
　前任者同様よろしくお願いいたします。
今後、まちづくり会議は行政とより一層連
携を図りながら、今までとは少し違う形態
となると思います。
　まちづくり会議会員の皆様には今後もご
支援をいただきますようお願いいたしま
す。


